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注：これは後続モジュールで、参加者はすでにST.26基礎コースに参加していることを前提としてい
ます。

ST.26基礎コースはこちらからアクセスできます：
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62848
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本日の内容

よく使用されるfeature keyとqualifier

featureの位置の形式

qualifierの値の形式と非英語qualifierの値

特別なケース - DNA中のウラシルとRNA中のチミン；
DNA/RNAハイブリッド分子

ヌクレオチド類似体、D-アミノ酸、および分岐配列

変異体配列
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よく使用されるfeature key

とqualifier
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feature keyとqualifier

feature keyを使用することで、位置によって識別される配列の１つ以上の
残基についてさらに記述できます

-ヌクレオチド配列のfeature keyは、Annex IのSection 5に記載されてい
ます

-ヌクレオチド配列のfeature keyは小文字です：例「misc_binding」

-アミノ酸配列のfeature keyは、Annex IのSection 7に記載されています

-アミノ酸配列のfeature keyは大文字です：例「REGION」

qualifierを使用することで、featureについてさらに記述することができます

-ヌクレオチド配列のqualifierはAnnex IのSection 6に記載されています

-ヌクレオチド配列のqualifierは小文字です：例「allele」

-アミノ酸配列のqualifierはAnnex IのSection 8に記載されています

-アミノ酸配列のqualifierは大文字です：例「NOTE」
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feature keyとqualifier
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feature keyとqualifier

feature keyは、すべての配列で必須である「source」/「SOURCE」feature

を除き、任意です。

各feature keyには、featureについてさらに記述するために使用できる
qualifierのリストがあります。ほとんどのqualifierは任意ですが、一部の
feature keyには必須qualifierがあります。

「source」/「SOURCE」featureには、qualifier「mol_type」/「
MOL_TYPE」および「organism」/「ORGANISM」が必須です。
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feature keyとqualifier

一部のfeature keyには追加の制約があります

- 生物の範囲；例えば「C_Region」は真核生物に限られる

- 分子の範囲；例えば「D-loop」はDNA配列に限られる
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「modified_base」feature key

修飾されたヌクレオチドを記述するには、feature key「modified_base」とその必須
qualifier「mod_base」を使用する必要があります（ST.26, paragraph 16）

「修飾ヌクレオチド」とは、次のものを除くヌクレオチドです：
-デオキシ-[a, g, c, または t] 3’-一リン酸
- [a, g, c, または u] 3'-一リン酸（ST.26, paragraph 3(f)）

「修飾ヌクレオチド」は、可能な限り、対応する未修飾ヌクレオチド（Annex 1, 

Section 1, Table 1）で表す必要があります。それ以外の場合は「n」で表すことがで
きます。 例えば、「2'-O-メチルシチジン」は、配列中、「c」とします。「クエオ
シン」は「n」とします。記号「n」は、１つの残基のみに対応します。

必須のqualifier「mod_base」の値は、Annex I, Section 2のTable 2の値から選択する
必要があります。その値が「other」の場合、追加の「note」qualifierは、修飾された
残基の省略されていない完全な名前を含んでいなければなりません。
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「modified_base」feature key

例：15位にイノシンを含むヌクレオチド配列

「イノシン」は、Annex I, Section 2のTable 2に「i」の略号で記載されてい
ます
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「modified_base」feature key

例：22位にキサンチンを含むヌクレオチド配列

「キサンチン」は、Annex I, Section 2のTable 2に記載されていません。し
たがって、必須の「mod_base」qualifierの値は「OTHER」で、値が「
xanthine」の追加の「note」qualifierを含める必要があります。
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「modified_base」feature key

「modified_base」は、脱塩基部位を記述するためにも使用できます：

脱塩基部位は、配列内の「n」で表すことができ、さらに「modified_base

」feature keyと、値が「OTHER」の「mod_base」qualifierおよび値が「
abasic site」の追加の「note」qualifierとを使用して記述できます。
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

feature key「CDS」を使用することで、コード配列を識別することができま
す。CDS featureの位置には、終止コドンが含まれていなければなりません。
（ST.26, pgh.89)

「CDS」feature keyには必須のqualifierはありません

次のqualifierが一般的に使用されます：

“pseudo”                  “pseudogene”           “translation”

“transl_table”           “codon_start”            “transl_except”

“protein_id”
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

「CDS」featureには、次のqualifierのうちの 1 つのみを指定できます：

Qualifier 説明 値

pseudo CDS featureに機能はなく、翻訳も
ないが、偽遺伝子ではないことを示
す

なし

pseudogene CDS featureは偽遺伝子であり、翻
訳がないことを示す

processed

unprocessed

unitary

allelic

unknown

translation CDSの翻訳で得られたアミノ酸配
列を示す

１文字のアミノ酸の
略号
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

コード配列によってコードされ、「translation」qualifierに示された４個
以上の具体的に定義されたアミノ酸を含むアミノ酸配列は、別の配列と
して配列表に含められ、独自の配列識別番号が割り当てられる必要があ
ります。

アミノ酸配列に割り当てられた配列識別番号を、「CDS」feature key内
の「protein_id」qualifierの値として記述する必要があります。

アミノ酸配列の「SOURCE」feature keyの「ORGANISM」qualifierは、
そのコード配列のものと同じでなければなりません。（ST.26, pgh.92）
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

翻訳された配列を修正できるqualifier：

qualifier 説明 値

transl_table CDSの翻訳に使用される遺伝暗号
表を示す；デフォルトは「1-

Standard Code」

Annex I, Section 9

の翻訳テーブルに対
応する番号

transl_except 「transl_table」で定義されている
遺伝暗号に適合しないコドンの翻訳
を示す

(pos:<位置>, aa:<ア
ミノ酸>)

codon_start 最初の塩基を基準としたCDS のリ
ーディングフレームを示す

1, 2, または3
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

30-32位のコドンはセレノシステ
イン（Sec）をコードする

配列はコドンの一部で始まる

この配列を正確に表すために、CDS featureに情報を含めるべき情報とは
？
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 配列表に示される配列は、次の通りです：

tggataatga agaagttaac gaagaatgta tgagattatt tttcaagaac gctcgtcatc taacatcaag gttgacataa 
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

「<」は、コード領域が1

位より前から開始すること
を示す

この位置は78-80位に終止
コドンを含む
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」
qualifier

「codon_start」qualifierの
値の3は、最初の完全なコ
ドンがこの位置内の３番目
の位置から開始することを

示す
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」qualifier

• 値が「3」の「transl_table」qualifier

Annex 1, Section 9の
Genetic Code Tablesを使用
して、「transl_table」

qualifierの値を決定する。
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」qualifier

• 値が「3」の「transl_table」qualifier

• 値が「(pos:30..32,aa:Sec)」の「transl_except」qualifier

「transl_except」qualifierは、
アミノ酸セレノシステインを

含む
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」qualifier

• 値が「3」の「transl_table」qualifier

• 値が「(pos:30..32,aa:Sec)」の「transl_except」qualifier

• 値が「DNEEVNEECURLFFKNARHTTSRLT 」の「translation」qualifier

終止コドンはtranslation

qualifierに含まれません！
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」qualifier

• 値が「3」の「transl_table」qualifier

• 値が「(pos:30..32,aa:Sec)」の「transl_except」qualifier

• 値が「DNEEVNEECURLFFKNARHTTSRLT 」の「translation」qualifier

• translationのための別個のタンパク質配列
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

例 - SEQ ID NO: 1は、酵母ミトコンドリア遺伝子由来のコード配列（遺伝暗
号表「3-Yeast Mitochondrial Code」）の断片です：

• 「CDS」 feature key

• featureの位置：<1..80

• 値が「3」の「codon_start」qualifier

• 値が「3」の「transl_table」qualifier

• 値が「(pos:30..32,aa:Sec)」の「transl_except」qualifier

• 値が「DNEEVNEECURLFFKNARHTTSRLT 」の「translation」qualifier

• translationのための新しいタンパク質配列

• 翻訳されたタンパク質のSEQ ID番号を持つ「protein_id」qualifier
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feature keyとqualifier
ヌクレオチド配列：「CDS」feature key

「CDS」featureの位置では、「join」位置演算子を使用することで、配列の
不連続なセグメントを結合して単一のコード領域にできます

join(位置1,位置2)

「CDS」featureの位置では、「complement」演算子を使用して、位置記述
子で特定された配列に相補的な鎖にそのfeatureが位置することを示すことが
できます

complement(位置)
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：よく使用されるfeature key

Feature key 説明 必須のqualifier？

SITE 関心のある単一のアミノ酸位置を示
す

必須のNOTE 

qualifierで、位置を
記述しなければなら
ない

REGION 関心のある領域を示す なし；NOTEは任意

BINDING 化学基の結合部位を示す 必須のNOTE 

qualifierは、化学基
の名前を含んでいな
ければならない

UNSURE 配列内の不確かな領域を記述する なし；NOTEは任意
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

「修飾アミノ酸」とは、次のものを除くアミノ酸です：
L-アラニン L-アルギニン L-アスパラギン L-アスパラギン酸
L-システイン L-グルタミン L-グルタミン酸 L-グリシン
L-ヒスチジン L-イソロイシン L-ロイシン L-リシン
L-メチオニン L-フェニルアラニン L-プロリン L-ピロリシン
L-セリン L-セレノシステイン L-スレオニン L-トリプトファン

L-チロシン L-バリン

（ST.26, pgh.3(e)）

「修飾アミノ酸」は、可能な限り、対応する未修飾アミノ酸で表す必要が
あります。それ以外の場合は「X」で表すことができます。例えば、「ヒド
ロキシリジン」は配列中、「K」とします。「オルニチン」は「X」としま
す。（ST.26, pgh.29）

記号「X」は、１つの残基のみに対応します。
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

いくつかのfeature keyを使用して「修飾アミノ酸」を示すことができます:

上記のfeature keyのそれぞれは、修飾を記述する値を持つ必須のNOTE 

qualifierを含む必要があります。

Feature key 説明

SITE 翻訳後修飾されていないアミノ酸を示す

MOD_RES 翻訳後修飾されたアミノ酸を示す

CARBOHYD グリコシル化アミノ酸を示す

LIPID アミノ酸に脂質部分が共有結合していること
を示す
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

Gly-Ser-N-acetylAla-Ser-Asp-Val-Orn-Lys-Asn-Val-Leu

1                       5                   10

シアリルオリゴ糖

この配列を正確に表すために、配列表に含めるべきfeature keyとqualifier

はどれか？

3位のアラニンは
細胞内で翻訳後修飾されてN-アセチルアラニンになる
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

Gly-Ser-N-acetylAla-Ser-Asp-Val-Orn-Lys-Asn-Val-Leu

1                       5                   10

シアリルオリゴ糖

• 配列表に示される配列は、次の通りです：

GSASDVXKNVL

3位のアラニンは
細胞内で翻訳後修飾されてN-アセチルアラニンになる
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

Gly-Ser-N-acetylAla-Ser-Asp-Val-Orn-Lys-Asn-Val-Leu

1                       5                   10

シアリルオリゴ糖

• 配列表に示される配列は、次の通りです：

GSASDVXKNVL

• 位置が「3」の「MOD_RES」feature keyおよび値が「N-

acetylalanine」のNOTE qualifier

3位のアラニンは
細胞内で翻訳後修飾されてN-アセチルアラニンになる
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

Gly-Ser-N-acetylAla-Ser-Asp-Val-Orn-Lys-Asn-Val-Leu

1                       5                   10

シアリルオリゴ糖

• 配列表に示される配列は、次の通りです：

GSASDVXKNVL

• 位置が「3」の「MOD_RES」feature keyおよび値が「N-

acetylalanine」のNOTE qualifier

• 位置が「7」の「SITE」feature keyおよび値が「ornithine」の
NOTE qualifier

3位のアラニンは
細胞内で翻訳後修飾されてN-アセチルアラニンになる
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feature keyとqualifier
アミノ酸配列：修飾アミノ酸

Gly-Ser-N-acetylAla-Ser-Asp-Val-Orn-Lys-Asn-Val-Leu

1                       5                   10

シアリルオリゴ糖

• 配列表に示される配列は、次の通りです：

GSASDVXKNVL

• 位置が「3」の「MOD_RES」feature keyおよび値が「N-

acetylalanine」のNOTE qualifier

• 位置が「7」の「SITE」feature keyおよび値が「ornithine」の
NOTE qualifier

• 位置が「9」の「CARBOHYD」feature keyおよび値が「Asn

side-chain linked to asialyloligosaccharide」のNOTE qualifier

3位のアラニンは
細胞内で翻訳後修飾されてN-アセチルアラニンになる
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featureの位置の形式
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位置の形式
すべての分子型の位置記述子

位置記述子は、配列中のfeatureの位置を識別するために使用されます

ST.26には、位置記述子の形式に関する必須要件があります

ヌクレオチドおよびアミノ酸配列には、次の位置記述子の形式を使用でき
ます：

WIPO Standard ST.26, paragraph 66(a)
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位置の形式
すべての分子型の位置記述子

WIPO Standard ST.26, paragraph 70(a)
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位置の形式
ヌクレオチド配列限定の位置記述子

次の位置記述子の形式は、DNAおよびRNA配列にのみ使用できます。

WIPO Standard ST.26, paragraph 66(b)
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位置の形式
ヌクレオチド配列限定の位置記述子

x^y位置形式を使用する場合、xとyは隣接する残基でなければなりません

WIPO Standard ST.26, paragraph 70(b)
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位置の形式
位置記述子 –アミノ酸配列の特殊なケース

位置記述子 x.. y は、「CROSSLNK」または「DISULFID」feature keyとと
もに使用された場合、示された2つの残基間の鎖内架橋を示します

WIPO Standard ST.26, paragraph 66(c)
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位置の形式
位置記述子 –アミノ酸配列の特殊なケース
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位置の形式
ヌクレオチド配列の位置演算子

DNAおよびRNA配列では、「join」、「order」、「complement」の３つの
位置演算子が利用可能です

join位置演算子の使用は、位置記述子によって記述されるヌクレオチド残基
が生物学的プロセスによって物理的に接触することを意味します（ST.26, 

paragraph 68）

「join」と「order」を使用する位置には、少なくとも２つのコンマで区切
られた位置記述子が必要です

「complement」は「join」または「order」と組み合わせて使用できます

WIPO Standard ST.26, paragraph 67
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位置の形式
ヌクレオチド配列の位置演算子

WIPO Standard ST.26, paragraph 70(b)



質疑応答

43
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Qualifierの値の形式
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Qualifierの値

Qualifierはfeatureをさらに定義します
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Qualifierの値

Qualifierはfeatureをさらに定義します

Qualifierは、qualifierの名前と、多くの場合、qualifierの値とで構成され
ます
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Qualifierの値

Qualifierはfeatureをさらに定義します

Qualifierは、qualifierの名前と、多くの場合、qualifierの値とで構成され
ます

各feature keyには、そのfeatureに使用可能なqualifierのリストがあります
。一部のfeature keyには、必須のqualifierがあります。
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Qualifierの値

Qualifierはfeatureをさらに定義します

Qualifierは、qualifierの名前と、多くの場合、qualifierの値とで構成され
ます

各feature keyには、そのfeatureに使用可能なqualifierのリストがあります
。一部のfeature keyには、必須のqualifierがあります。

feature keyとその使用可能なqualifierは、ST.26, Annex IのSection 5（ヌ
クレオチド配列）およびSection 7（アミノ酸配列）に記載されています
。
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Qualifierの値

例 - feature key「misc_binding」には、１つの必須のqualifier「bound_moiety」

と６つの任意のqualifierがあります：

（ST.26, Annex I, Section 5.12）
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Qualifierの値

Qualifierはfeatureをさらに定義します

Qualifierは、qualifierの名前と、多くの場合、qualifierの値とで構成され
ます

各feature keyには、そのfeatureに使用可能なqualifierのリストがあります
。一部のfeature keyには、必須のqualifierがあります。

feature keyとその使用可能なqualifierは、ST.26, Annex IのSection 5（ヌ
クレオチド配列）およびSection 7（アミノ酸配列）に記載されています
。

ヌクレオチド配列のqualifierは、その説明とともにST.26, Annex Iの
Section 6（ヌクレオチド配列）およびSection 8（アミノ酸配列）に記載
されています。
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Qualifierの値

（ST.26, Annex I, Section 6.3および6.22）
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Qualifierの値
形式タイプ

qualifierの値には、いくつかの形式タイプがあります：

1. 事前に定義された値の選択肢を持つqualifier

2. 定義された値の形式を持つqualifier

3. 値が配列であるqualifier

4. 値のないqualifier

5. 「フリーテキスト」値を持つqualifier

-「フリーテキスト」qualifierの値のサブセットは 「言語依存」
に分類されます
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Qualifierの値
形式タイプ –事前に定義された値の選択肢

事前に定義された値の選択肢を持つqualifier

例：

「codon_start」 –値は「1」、「2」、または「3」が可能
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Qualifierの値
書式タイプ –事前に定義された値の選択肢

例：「rpt_type」には限定された値の選択肢があります
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Qualifierの値
書式タイプ –事前に定義された値の選択肢

事前に定義された値の選択肢を持つqualifierの場合、WIPO Sequenceは、使用で

きるすべての値を事前に設定されたドロップダウンリストに表示します：



56

Qualifierの値
形式タイプ –定義された値の形式

定義された値の形式を持つqualifier

例：「anticodon」 –値は次の形式でなければなりません

「(pos:<位置>,aa:<アミノ酸>,seq:<テキスト>)」
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Qualifierの値
形式タイプ -配列

値が配列であるqualifier

例：「translation」–値は１文字のアミノ酸略号を使用した配列でなけれ
ばなりません
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Qualifierの値
形式のタイプ -配列

qualifier「replace」 –値は、単一のヌクレオチド残基、残基の配列、ま
たは空にすることができます

「replace」の空の値は、対応するfeatureに示されている残基の欠失を意
味します
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Qualifierの値
形式のタイプ -配列

qualifier「replace」 –値は、単一のヌクレオチド残基、残基の配列、ま
たは空にすることができます

「replace」の空の値は、対応するfeatureに示されている残基の欠失を意
味します

「空の値」
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Qualifierの値
形式タイプ -値なし

値のないqualifier

例：

“environmental_sample”      “germline”       “macronuclear”      “proviral”

WIPO Sequenceでは、値のないqualifierに値を追加できません

これらのqualifierは、空の「INSDQualifier_value」要素を持つことはでき
ません
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Qualifierの値
形式タイプ -フリーテキスト

多くのqualifierは「フリーテキスト」の値の形式を持ちます

ST.26のparagraph 3(n)に、「フリーテキスト」は「…特定のqualifierのための値
の形式の一種であり、記述的なテキストフレーズの形式または他の指定された形
式（Annex Iに示す）で表されます」と定義されています。

フリーテキストqualifierの値は１０００文字に制限されています（ST.26, 

paragraph86）

「フリーテキスト」の値の形式を持つqualifierのサブセットは、「言語依存」です

「言語依存」フリーテキストは「国内、特定地域、または国際的な手続きでは、
翻訳が必要な場合があります。」ST.26, paragraph 3(o)
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Qualifierの値
形式のタイプ -フリーテキスト

「言語依存フリーテキスト」値を持つqualifierは、翻訳が必要な場合があ
ります

フリーテキストの値の形式を持つqualifierが言語に依存するかどうかをど
のように判断するか？

- ST.26, Annex I, Section 6のTable 5に、言語依存フリーテキスト値の
形式を持つすべてのヌクレオチド配列qualifierが記載されています

- ST.26, Annex I, Section 8のTable 6に、言語依存フリーテキスト値の
形式を持つすべてのアミノ酸配列qualifierが記載されています

- qualifierの説明の「必須の値の形式」を見てください
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Qualifierの値
形式のタイプ -フリーテキスト
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Qualifierの値
形式タイプ –「言語依存フリーテキスト」

「言語依存フリーテキスト」qualifierの値は、配列表XMLに２つの言語（
英語と１つの英語以外の言語）で記述できます（ST.26, paragraph 87）
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

「言語依存フリーテキスト」qualifierの値は、配列表XMLに２つの言語（
英語と英語以外の言語）で記述できます（ST.26, paragraph 87）

英語の言語依存qualifierの値は、INSDQualifier_value要素に記述する必要
があります
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

「言語依存フリーテキスト」qualifierの値は、配列表XMLに２つの言語（
英語と英語以外の言語）で記述できます（ST.26, paragraph 87）

英語の言語依存qualifierの値は、INSDQualifier_value要素に記述する必要
があります

英語以外の言語での言語依存qualifierの値は、NonEnglishQualifier_value

要素に記述する必要があります
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

「言語依存フリーテキスト」qualifierの値は、配列表XMLに２つの言語（
英語と英語以外の言語）で記述できます（ST.26, paragraph 87）

英語の言語依存qualifierの値は、INSDQualifier_value要素に記述する必要
があります

英語以外の言語での言語依存qualifierの値は、NonEnglishQualifier_value

要素に記述する必要があります

NonEnglishQualifier_value要素は、言語依存フリーテキスト値の形式を
持つqualifierに対してのみ使用可能です（ST.26, paragraph 87 (b)）
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

XMLの配列表に英語以外のqualifierの値が含まれている場合：

1. 配列表XMLのルート要素は、適切な２文字の言語コードの略語を持つ
「nonEnglishFreeTextLanguageCode」属性を含んでいなければなりま
せん（ST.26 paragraph 43 および 87 (b)）；
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

XMLの配列表に英語以外のqualifierの値が含まれている場合：

1. 配列表XMLのルート要素は、適切な２文字の言語コードの略語を持つ

「nonEnglishFreeTextLanguageCode」属性を含んでいなければなりません（ST.26 

paragraph 43 および 87 (b)）；

2. 配列表内のすべての言語依存qualifierは、「nonEnglishFreeTextLanguageCode」
属性で指定された言語の値を持たなければなりません；
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

XMLの配列表に英語以外のqualifierの値が含まれている場合：

1. 配列表XMLのルート要素は、適切な２文字の言語コードの略語を持つ

「nonEnglishFreeTextLanguageCode」属性を含んでいなければなりません（ST.26 

paragraph 43 および 87 (b)）；

2. 配列表内のすべての言語依存qualifierは、「nonEnglishFreeTextLanguageCode」
属性で指定された言語の値を持たなければなりません；

3.NonEnglishQualifier_valueおよびINSDQualifier_valueの両方が単一のqualifierに対
して存在する場合、２つの要素に含まれる情報は対応するものでなければなりませ
ん（ST.26 paragraph 87 (c)）。
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

INSDQualifier「id」属性とは？

ST.26 paragraph 87(d)には、「言語依存qualifierの場合、INSDQualifier要素
に任意の属性IDを含めることができます。この属性の値は、「q」の後に正
の整数が続く形式でなければならず（例えば「q23」）、1 つの
INSDQualifier要素に対して一意でなければなりません。つまり、属性の値は

、配列表ファイルで 1 度だけ使用されるものでなければなりません。 」と
記載されています。
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

INSDQualifier「id」属性：

WIPO SequenceによるXLIFFファイルへのエクスポートに翻訳を必要と
する可能性のあるqualifierの値を一意に識別する；

任意；

言語依存qualifierにのみ使用可能；

配列表内で一意である必要がある；

WIPO Sequenceによって作成されるXMLに自動的に追加される。
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Qualifierの値
形式の種類 –「言語依存フリーテキスト」

「originalFreeTextLanguageCode」属性

ST.26 paragraph 43に、「originalFreeTextLanguageCode」属性は、「言語
依存フリーテキストqualifierが作成された単一の元の言語の言語コード…」
と定義されています。

この属性は任意です
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特殊なケース：
DNA/RNAハイブリッド分子、

DNA中のウラシルおよび
RNA中のチミン
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特殊なケース

注意：ST.26ではウラシルに「u」記号は使用できません

DNAでは「t」はチミンです

RNAでは「t」はウラシルです

考慮すべきシナリオは次の２つです：

1. ウラシル核酸塩基を有するDNA分子またはチミン核酸塩基を有する
RNA分子；

2. DNA/RNAハイブリッド分子



TU
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特殊なケース
DNA中のウラシルとRNA中のチミン

DNA RNA

A

C

G

T

A

C

G

T
A

C

G A

C

G

UU

配列がウラシル核酸塩基を有するDNA骨格またはチミン核酸塩基を有する
RNA骨格を有する場合 –「修飾ヌクレオチド」として記述します

ST.26 Paragraph 14が適用されます：

「14. 記号「t」は、DNAではチミン、RNAではウラシルと解釈されます。DNA

中のウラシルまたはRNA中のチミンは修飾ヌクレオチドとみなされ、paragraph 

19に記載されるようにfeature tableに詳しく記述しなければなりません。」
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5'-cgucccacgugtccgaggua-3' 

12位の「チミン」に注意してください。この残基は、修飾ヌクレオチド
としての注釈付けが必要です。

ST.26のparagraph 19には次のように記載されています：DNA中のはウ
ラシルまたはRNA中のチミンは、修飾ヌクレオチドとみなされます。配
列では「t」として表され、feature key「modified_base」、qualifier の値
として「OTHER」を持つqualifier 「mod_base」、qualifier の値として
「uracil」または「thymine」をそれぞれ持つqualifier「note」を用いて
feature tableにさらに記述する必要があります。
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5'-cgucccacgugtccgaggua-3' 

12位の「チミン」に注意してください。この残基は、修飾ヌクレオチド
としての注釈付けが必要です。

ST.26のparagraph 19には次のように記載されています：DNA中のはウ
ラシルまたはRNA中のチミンは、修飾ヌクレオチドとみなされます。配
列では「t」として表され、feature key「modified_base」、qualifier の値
として「OTHER」を持つqualifier「mod_base」、「uracil」または「
thymine」をそれぞれ持つqualifier「note」を用いてfeature tableにさらに
記述する必要があります。
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5'-cgucccacgugtccgaggua-3' 

 すべてのウラシル残基は記号「t」で表さなければなりません。したが
って、配列表で配列は次のように示されます：

cgtcccacgtgtccgaggta
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5’-cgucccacgugtccgaggua-3’

 すべてのウラシル残基は記号「t」で表さなければなりません。したが
って、配列表で配列は次のように示されます：

cgtcccacgtgtccgaggta 

位置が「12」のfeature key「modified_base」
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5’-cgucccacgugtccgaggua-3’

 すべてのウラシル残基は記号「t」で表さなければなりません。したが
って、配列表で配列は次のように示されます：

cgtcccacgtgtccgaggta 

位置が「12」のfeature key「modified_base」

値が「OTHER」のqualifier「mod_base」



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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ある出願で次のRNA配列が開示されています：

5’-cgucccacgugtccgaggua-3’

 すべてのウラシル残基は記号「t」で表さなければなりません。したが
って、配列表で配列は次のように示されます：

cgtcccacgtgtccgaggta 

位置が「12」のfeature key「modified_base」

値が「OTHER」のqualifier「mod_base」

値が「thymine」のqualifier「note」






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特殊なケース
DNAおよびRNA配列
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配列がハイブリッド分子である場合、すなわち、骨格の一部がDNAであ
り、骨格の一部がRNAである場合：

ST.26のParagraph 55が適用されます：

「55.１つ以上のヌクレオチドのDNAセグメントとRNAセグメントの両方を含むヌク
レオチド配列の場合、分子型はDNAとしなければなりません。結合したDNA/RNA分
子については、feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須の
qualifier「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」とを用
いてfeature tableにさらに記述する必要があります。結合したDNA/RNA分子のDNAお
よびRNAセグメントのそれぞれについては、feature key「misc_feature」と、セグメ
ントがDNAかRNAかを示すqualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります
。」

特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列

DNAセグメント RNAセグメント

A

C

G

T

A

C

G

T

A

C

G

U

A

C

G

U

A
C

G

U
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特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列

DNAセグメント RNAセグメント

A

C

G

T

A

C

G

T

A

C

G

U

A

C

G

U

A
C

G

U

配列がハイブリッド分子である場合、すなわち、骨格の一部がDNAであ
り、骨格の一部がRNAである場合：

ST.26のParagraph 55が適用されます：

「55.１つ以上のヌクレオチドのDNAセグメントとRNAセグメントの両方を含むヌク
レオチド配列の場合、分子型はDNAとしなければなりません。結合したDNA/RNA分
子については、feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須の
qualifier「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」とを用
いてfeature tableにさらに記述する必要があります。結合したDNA/RNA分子のDNAお
よびRNAセグメントのそれぞれについては、feature key「misc_feature」と、セグメ
ントがDNAかRNAかを示すqualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります
。」
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特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列

DNAセグメント RNAセグメント

A

C

G

T

A

C

G

T

A

C

G

U

A

C

G

U

A
C

G

U

配列がハイブリッド分子である場合、すなわち、骨格の一部がDNAであ
り、骨格の一部がRNAである場合：

ST.26のParagraph 55が適用されます：

「55.１つ以上のヌクレオチドのDNAセグメントとRNAセグメントの両方を含むヌク
レオチド配列の場合、分子型はDNAとしなければなりません。結合したDNA/RNA分
子については、feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須の
qualifier「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」とを用
いてfeature tableにさらに記述する必要があります。結合したDNA/RNA分子のDNAお
よびRNAセグメントのそれぞれについては、feature key「misc_feature」と、セグメ
ントがDNAかRNAかを示すqualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります
。」



特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列
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DNAセグメント RNAセグメント

A

C

G

T

A

C

G

T

A

C

G

U

A

C

G

U

A
C

G

U

配列がハイブリッド分子である場合、すなわち、骨格の一部がDNAであ
り、骨格の一部がRNAである場合：

ST.26のParagraph 55が適用されます：

「55.１つ以上のヌクレオチドのDNAセグメントとRNAセグメントの両方を含むヌク
レオチド配列の場合、分子型はDNAとしなければなりません。結合したDNA/RNA分
子については、feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須の
qualifier「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」とを用
いてfeature tableにさらに記述する必要があります。結合したDNA/RNA分子のDNAお
よびRNAセグメントのそれぞれについては、feature key「misc_feature」と、セグメ
ントがDNAかRNAかを示すqualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります
。」
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特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列

DNAセグメント RNAセグメント

A

C

G

T

A

C

G

T

A

C

G

U

A

C

G

U

A
C

G

U

配列がハイブリッド分子である場合、すなわち、骨格の一部がDNAであ
り、骨格の一部がRNAである場合：

ST.26のParagraph 55が適用されます：

「55.１つ以上のヌクレオチドのDNAセグメントとRNAセグメントの両方を含むヌク
レオチド配列の場合、分子型はDNAとしなければなりません。結合したDNA/RNA分
子については、feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須の
qualifier「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」とを用
いてfeature tableにさらに記述する必要があります。結合したDNA/RNA分子のDNAお
よびRNAセグメントのそれぞれについては、feature key「misc_feature」と、セグメ
ントがDNAかRNAかを示すqualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります
。」
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ある出願で次のDNA/RNAハイブリッド配列が開示されています：

5’-ACCTGCcgucccacguguccgagguaGCATTA-3’

大文字の記号はDNA部分を表し、小文字の記号はRNA部分を表す。

特殊なケース
DNA/RNAハイブリッド配列

残基1-6と27-32はDNA、残基7-26はRNA

次のことを考慮する：

1. 生物の名称

2. 分子型とmol_type

3.DNAおよびRNAセグメントの識別
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ある出願で次のDNA/RNAハイブリッド配列が開示されています：

5’-ACCTGCcgucccacguguccgagguaGCATTA-3’

大文字の記号はDNA部分を表し、小文字の記号はRNA部分を表す。

特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ST.26のParagraph 55には次のように記載されています：「…分子型は
DNAとしなければならなりません。結合したDNA/RNA分子については、
feature key「source」と、値が「synthetic construct」の必須のqualifier

「organism」および値が「other DNA」の必須のqualifier「mol_type」と
を用いてfeature tableにさらに記述する必要があります。」

分子型 =「DNA」

qualifier「organism name」=「synthetic construct」

qualifier「mol_type」=「other DNA」






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ある出願で次のDNA/RNAハイブリッド配列が開示されています：

5’-ACCTGCcgucccacguguccgagguaGCATTA-3’

大文字の記号はDNA部分を表し、小文字の記号はRNA部分を表す。

特殊なケース
DNAおよびRNA配列

すべてのウラシル残基は記号「t」で表さなければなりません。したがって
、配列表で配列は次のように示されます：

acctgccgtcccacgtgtccgaggtagcatta





939393

ある出願で次のDNA/RNAハイブリッド配列が開示されています：

5’-ACCTGCcgucccacguguccgagguaGCATTA-3’

大文字の記号はDNA部分を表し、小文字の記号はRNA部分を表す。

特殊なケース
DNAおよびRNA配列

ST.26のParagraph 55には次のように記載されています：「結合した
DNA/RNA分子のDNAおよびRNAセグメントのそれぞれについては、
feature key「misc_feature」と、セグメントがDNAかRNAかを示す
qualifier「note」を用いてさらに記述する必要があります。」

３つのセグメント = ３つの「misc_feature」feature key

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ある出願で次のDNA/RNAハイブリッド配列が開示されています：

5’-ACCTGCcgucccacguguccgagguaGCATTA-3’

大文字の記号はDNA部分を表し、小文字の記号はRNA部分を表す。

特殊なケース
DNAおよびRNA配列

セグメント1、残基1-6：
位置が「1.. 6」の「misc_feature」feature key

値が「DNA」のqualifier「note」

セグメント2、残基7-26：
位置が「7.. 26」の「misc_feature」feature key

値が「RNA」のqualifier「note」

セグメント3、残基27-32

位置が「27.. 32」の「misc_feature」feature key

値が「DNA」のqualifier「note」






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特殊なケース
DNAおよびRNA配列
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特殊なケース
DNAおよびRNA配列

DNAセグメント１

DNAセグメント３

RNAセグメント２



質疑応答
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ヌクレオチド類似体、
D-アミノ酸、および分

岐配列



99

新しい分子型
ヌクレオチド類似体

1つ以上のヌクレオチド類似体を含む核酸配列は、ST.26の規定の対象です

ヌクレオチド類似体は、ST.26のparagraph 3(g)(2)の「ヌクレオチド」の定
義に包含されます：

「核酸類似体の骨格を形成する場合、2'デオキシリボース5'一リン酸骨格またはリボース
5'一リン酸骨格を含む核酸中の核酸塩基の配列に類似した核酸塩基の配列が得られ、こ
の核酸類似体は相補核酸と塩基対合することができる2'デオキシリボース5'一リン酸また
はリボース5'一リン酸の類似体」

一般的なヌクレオチド類似体には、ペプチド核酸（PNA）、グリコール核
酸（GNA）、トレオース核酸、モルフォリノなどがあります

5' -3 '方向を示す、左から右方向に表さなければなりません。（ST.26, 

paragraph 11）
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新しい分子型
ヌクレオチド類似体

ある特許出願で次のグリコール核酸（GNA）配列が開示されています：

PO4-tagttcattgactaaggctccccattgact-OH

配列のPO4末端はDNA配列の5'末端に対応する。

この配列は、配列表に含めなければなりません
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新しい分子型
ヌクレオチド類似体

ある特許出願で次のグリコール核酸（GNA）配列が開示されています：

PO4-tagttcattgactaaggctccccattgact-OH

配列のPO4末端はDNA配列の5'末端に対応する。

この配列は、配列表に含めなければなりません

PO4の末端は 5' 末端に対応するので、配列は

示した方向に表さなければなりません




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新しい分子型
ヌクレオチド類似体

ある特許出願で次のグリコール核酸（GNA）配列が開示されています：

PO4-tagttcattgactaaggctccccattgact-OH

配列のPO4末端はDNA配列の5'末端に対応する。

この配列は、配列表に含めなければなりません

PO4の末端は 5' 端に対応するので、配列は

示した方向に表さなければなりません

配列全体に、「modified_base」feature key、値が「OTHER」の「
mod_base」qualifier、および「glycol nucleic acids」などの修飾ヌクレオチ
ドの省略されていない完全な名前を含むnote qualifierで注釈を付ける必要が
あります






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新しい分子型
ヌクレオチド類似体

注：この例のさらなる考察は
WIPO Standard ST.26, Annex VIのExample 3(g)-4にあります。
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新しい分子型
D-アミノ酸

1つ以上のD-アミノ酸を含むアミノ酸配列は、ST.26の規定の対象です

D-アミノ酸は、ST.26のparagraph 3 (a)の「アミノ酸」の定義に含まれてい
ます：

「「アミノ酸」とは、Annex Iに定める記号のいずれかを用いて表すことのできる任意の
アミノ酸を意味します（Section 3, Table 3参照）。そのようなアミノ酸には、とりわけ
、D-アミノ酸および修飾側鎖または合成側鎖を含むアミノ酸が含まれます。」

D-アミノ酸は、配列中、可能な限り対応する未修飾L-アミノ酸記号として
配列で表す必要があります

feature tableに修飾アミノ酸として記述されなければなりません
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新しい分子型
D-アミノ酸

ある特許出願で次の配列が開示されています：

D-Ala-D-Glu-Lys-Leu-Gly-D-Met

この配列は、配列表に含めなければなりません
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新しい分子型
D-アミノ酸

ある特許出願で次の配列が開示されています：

D-Ala-D-Glu-Lys-Leu-Gly-D-Met

この配列は、配列表に含めなければなりません

次のように表します：AGKLGM

1位のアラニン、2位のグルタミン酸、6位のメチオニンには、それぞれ「
SITE」feature keyと、対応するアミノ酸の省略されていない完全な名前含
む「NOTE」qualifierで注釈を付ける必要があります






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新しい分子型
D-アミノ酸

注：同様の例のさらなる考察は
WIPO Standard ST.26, Annex VIのExample 3(a)-1にあります。
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新しい分子型
分岐配列

分岐核酸配列と分岐アミノ酸配列はST.26の規定の対象です

分岐配列の直鎖領域が１０個以上の具体的に定義されたヌクレオチド、
または４個以上の具体的に定義されたアミノ酸を含む場合、その領域を
配列表に含める必要があります。（WIPO Standard ST.26, paragraph 7

）

最小長の要件を満たす分岐配列の各直鎖領域を、独自のSEQ ID 番号を持
つ別の配列として含める必要があります

構造内の具体的に定義された残基の総数ではなく、個々の直鎖領域にお
ける具体的に定義された残基の数を考慮する必要があります
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新しい分子型
分岐配列

109

新しい分子型
分岐配列

NH2-Asp-Gly-Ser-Ala-Lys-Lys-Lys-Lys-CO2H

NH2-Ala-Ala-Ser-His-Gly

ある出願で次の配列を持つペプチドが記載されています：

はグリシンのカルボキシ末端とリシンの側鎖との間のアミド結
合を示します

両方の直鎖領域には４個以上の具体的に定義されたアミノ酸が含まれてい
るため、両方とも配列表に含める必要があります
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新しい分子型
分岐配列

NH2-Asp-Gly-Ser-Ala-Lys-Lys-Lys-Lys-CO2H

NH2-Ala-Ala-Ser-His-Gly

ある出願で次の配列を持つペプチドが記載されています：

はグリシンのカルボキシ末端とリシンの側鎖との間のアミド結
合を示します

両方の直鎖領域には４個以上の具体的に定義されたアミノ酸が含まれてい
るため、両方とも配列表に含める必要があります

各直鎖領域を、独自のSEQ ID番号を持つ別の配列として含める必要があ
ります





12
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新しい分子型
分岐配列

NH2-Asp-Gly-Ser-Ala-Lys-Lys-Lys-Lys-CO2H

NH2-Ala-Ala-Ser-His-Gly

ある出願で次の配列を持つペプチドが記載されています：

はグリシンのカルボキシ末端とリシンの側鎖との間のアミド結
合を示します

両方の直鎖領域には４個以上の具体的に定義されたアミノ酸が含まれてい
るため、両方とも配列表に含める必要があります

各直鎖領域を、独自のSEQ ID番号を持つ別の配列として含める必要があ
ります

アミド結合の位置と特徴を示すために、両方の配列に注釈を付ける必要が
あります






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新しい分子型
分岐配列

1

2

注：この例のさらなる考察はWIPO Standard ST.26, Annex VIの
Example 7(b)-3にあります。
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変異体配列
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変異体配列

ST.26のparagraph 3(m)では、「変異体配列」を

「元の配列に対して1つ以上の差異を含むヌクレオチドまたはアミノ酸配列
を指します。この差異には、代替残基 （paragraph 15および27参照）、修
飾残基（paragraph 3 (g)、3 (h)、16、29 を参照）、欠失、挿入、置換など
があります。paragraph 93～95を参照してください。」と定義しています。

変異体配列の開示の仕方によって、配列表でどのように表されな
ければならないかが決まります。

ST.26のparagraph 93～95に、変異体をどのように表すべきかが
規定されています。
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変異体配列
Paragraph 93

Paragraph 93：それぞれが残基の記載によって開示され、paragraph 7に包含
される元の配列およびその配列の変異体は、それぞれが配列表に含まれ、独自
の配列識別番号を割り当てられる必要があります。

各変異体が別々に記載される場合、各変異体は独自のSEQ ID

番号を持たなければなりません！
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ある出願に次の多重配列アラインメントを含む図が含まれます：

コンセンサス LEGnEQFINAakIIRHPkYnrkTlnNDImLIK

Homo sapiens LEGNEQFINAAKIIRHPQYDRKTLNNDIMLIK

Pongo abelii LEGNEQFINAAKIIRHPQYDRKTVNNDIMLIK

Pan paniscus LEGNEQFINAAKIIRHPKYNRITLNNDIMLIK

Rhinopithecus bieti LEGNEQFINATKIIRHPKYNGNTLNNDIMLIK

Rhinopithecus roxellana LEGNEQFINATQIIRHPKYNGNTLNNDIMLIK

小文字は、アラインされた配列の中で重要なアミノ酸残基を表します。

６つの記載された配列のそれぞれを、独自のSEQ ID番号を持つ別の配列とし
て配列表に含める必要があります。

変異体配列
Paragraph 93

注：同様の例のさらなる考察は次にあります
WIPO Standard ST.26, Annex VI, Example 93-3。
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変異体配列
適切な注釈

変異体に注釈を付けるための適切なfeature keyは、分子型と変異の特徴
によって異なります：

WIPO Standard ST.26, paragraph 96
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変異体配列
最も制限の厳しいあいまいな記号

ST.26のparagraph 15および27には、あいまいな記号が必要な場合、「
最も制限の厳しい記号を使用しなければならない…」と記載されていま
す

どういう意味か？

以下はその例です：

ヌクレオチド配列において、ある位置が「aまたは c」であり得る場合、「n

」の代わりにあいまいな記号「m」を使用します。

アミノ酸配列において、ある位置が「Lまたは I」であり得る場合、「X」の
代わりにあいまいな記号「J」を使用します。

「n」と「X」はデフォルトの値を持っていることに注意してください。し
たがって、「n」または「X」がデフォルトの値以外に使用される場合は、
注釈が必要です。
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変異体配列
Paragraph 94

Paragraph 94：１つまたは複数の位置に代替残基が記載された単一の配列とし
て開示された変異体配列は、配列表に含める必要があり、単一の配列で表され
なければなりません。記載された代替残基は、最も制限の厳しいあいまいな記
号で表されます（paragraph 15および27を参照）。

変異体が別々に記載されておらず、元の配列で単に可変残基と
して表わされている場合、それらは個別のSEQ ID番号を持つ
必要はありません！
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ある出願で次の配列を持つペプチドが開示されています：

Gly-Gly-Gly-[Leu または Ile]-Ala-Thr-[Ser または Thr]

配列表に 1 つの配列として含めることができる

配列は次のように表すのが好ましい：GGGJATX

[Leu または Ile] は、最も制限の厳しいあいまいな記号「J」で表されるべきで
ある

[Ser または Thr] は、記号「X」とX がセリンまたはスレオニンであることを
示すqualifierのnoteを持つfeature key「VARIANT」で表されるべきである









変異体配列
Paragraph 94

注：この例のさらなる考察は次にあります
WIPO Standard ST.26, Annex VI, Example 94-1。
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変異体配列
Paragraph 95

Paragraph 95：配列表の元の配列中の欠失、挿入、または置換への参照によってのみ開
示される変異体配列は、配列表に含まれていなければなりません。配列表に含まれる場
合、そのような変異体は：

（a）元の配列の注釈で表すことができ、単一の場所または複数の異なる場所に変異を含
み、それらの変異の発生は独立しています；

（b）別の配列として表され、独自の配列識別番号を割り当てられなければならず、複数
の異なる場所に変異を含み、それらの変異の発生は相互依存しています；

（c）別の配列として表され、独自の配列識別番号を割り当てられなければならず、１０
００残基を超える挿入または置換された配列を含みます（paragraph 86参照）。

「欠失、挿入、または置換への参照」とは、変異体が散文で記
述されることを意味します。
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変異体配列
Paragraph 95(a)

ある出願に次の開示が含まれています：

ペプチドフラグメント１：Gly-Leu-Pro-Xaa-Arg-Ile-Cys 

Xaaは任意のアミノ酸

*  *  *     

…別の実施形態では、ペプチドフラグメント１はGly-Leu-Pro-Xaa-Arg-Ile-Cys

であり、XaaはVal、Thr、またはAspであり得る…..

*  *  *

… 別の実施形態では、ペプチドフラグメント１はGly-Leu-Pro-Xaa-Arg-Ile-Cys

であり、XaaがValであり得る…

元の配列Gly-Leu-Pro-Xaa-Arg-Ile-Cysは単一の場所に変異が含まれており、それ
らの変異の発生は独立しています
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変異体配列
Paragraph 95(a)

元の配列は配列表に含まれていなければならず、変異体は元の配列の注
釈で表すことができます

最も包括的な例は、配列表に含まれる型でなければなりません –この例
では、Xaaが「任意のアミノ酸」である型です

配列はGLPXRICと表されなければならず、4位にfeature key「VARIANT

」と Xaa が「任意のアミノ酸」であることを示すqualifier「note」が必要
です

必須ではありませんが、配列表には、次の３つの変異体を別々の配列と
して含めることを推奨します。

GLPVRIC 

GLPTRIC 

GLPDRIC 









注：この例のさらなる考察はWIPO Standard ST.26, Annex VIの
Example 95(a)-1にあります。
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変異体配列
Paragraph 95(b)

ある出願で次のコンセンサス配列が記載されています：

aatgn1cccacgaatgn2cac

n1とn2は a、t、g、または c であり得る。

いくつかの変異体配列が次のように開示されています：

n1がaの場合、n2はt、g、またはc

n1がtの場合、n2はa、g、またはc

n1がgの場合、n2はt、a、またはc

n1がcの場合、n2はt、g、またはa

コンセンサス配列は、複数の異なる場所に変異を含み、それらの変異の発生は相
互依存しています
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コンセンサス配列は配列表に含まれていなければならず、変異体は別の配列として
表す必要があります

最も包括的な例は、配列表に含まれる型です：n1とn2は「a、t、g、または c であ
り得る」

配列は次のように表されなければなりません：aatgncccacgaatgncac

feature keyが存在しない場合、「n」は「a」、「c」、「g」または「t」のいずれ
かとして解釈されるため、nに対する注釈は不要です（ST.26のparagraph 15を参
照）

必須ではありませんが、配列表には、次の４つの変異体を別々の配列として含める
ことを強く推奨します。

aatgacccacgaatgbcac (b = t, g, またはc)

aatgtcccacgaatgvcac (v = a, g, またはc) 

aatggcccacgaatghcac (h = t, a, またはc)

aatgccccacgaatgdcac (b = t, g, またはa)









変異体配列
Paragraph 95(b)



注：同様の例のさらなる考察は
WIPO Standard ST.26, Annex VIのExample 95(b)にあります。
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変異体配列
Paragraph 95(c)

ある出願に次の開示が含まれています：

… -Met-Gly-Leu-Pro-Arg-Xaa-Arg-Ile-Cys-Lys- …

XaaはGlyまたは配列の挿入

Cys-Tyr-Ile-Lys-Ser-(1000アミノ酸)-Leu-Thr-Pro-Lys

1つの変異体配列に、１０００残基を超える挿入または置換された配列が含まれ
ます
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Xaaが１０００以上の残基の挿入である変異体は、独自の配列ID番号を持
つ別の配列として配列表に含める必要があります。

XaaがGlyである変異体も、独自の配列ID番号を持つ別の配列として配列
表に含めます。

…-MGLPRGRICK-…





変異体配列
Paragraph 95(c)
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

G-L-P-T-R-I-C-[L または I]-A-V-[G または A]
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

G-L-P-T-R-I-C-[L or I]-A-V-[G or A]

A：Paragraph 94：

「1つまたは複数の位置に代替残基が記載された単一の配列として開示された
変異体配列は、配列表に含める必要があり、単一の配列で表されなければなり
ません。記載された代替残基は、最も制限の厳しいあいまいな記号で表されま
す。」
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

表の空白は、変異体に含まれるアミノ酸が「配列」の対応するアミノ酸と同じ
であることを示し、「-」は「配列」の対応するアミノ酸の欠失を示す。
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

表の空白は、変異体に含まれるアミノ酸が「配列」の対応するアミノ酸と同じ
であることを示し、「-」は「配列」の対応するアミノ酸の欠失を示す。

A：Paragraph 93：

「それぞれが残基の記載によって開示され、paragraph 7に包含される元の配
列およびその配列の変異体は、それぞれが配列表に含まれ、独自の配列識別番
号を割り当てられる必要があります。」
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

ある図で次の配列が開示されています：

Met-Gly-Ala-Ile-Pro-Asp-Val-Lys-Arg-Ala-Cys-Trp（配列１）

明細書には、配列１に関する次の情報が含まれています：

… 特定の実施形態では、配列１の7位のバリンがアラニンで置換されている…  
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

A：Paragraph 95(a)：配列表に元の配列中の欠失、挿入、または置換への参照によって
のみ開示される変異体配列は、配。配列表に含まれる場合、そのような変異体は：列表
に含まれていなければなりません

（a）元の配列の注釈で表すことができ、単一の場所または複数の異なる場所に変異を含
み、それらの変異の発生は独立しています；

ある図で次の配列が開示されています：

Met-Gly-Ala-Ile-Pro-Asp-Val-Lys-Arg-Ala-Cys-Trp（配列１）

明細書には、配列１に関する次の情報が含まれています：

… 特定の実施形態では、配列１の7位のバリンがアラニンで置換されている…  
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

ある図で次の配列が開示されています：

Met-Gly-Ala-Ile-Pro-Asp-Val-Lys-Arg-Ala-Cys-Trp（配列１）

明細書には、配列１に関する次の情報が含まれています：

…配列１の7位のバリンがアラニンに置換されている場合、10位のアランニン
はバリンに置換されます….  
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変異体配列

Q：次の開示に適用される段落はどれか？

ある図で次の配列が開示されています：

Met-Gly-Ala-Ile-Pro-Asp-Val-Lys-Arg-Ala-Cys-Trp（配列１）

明細書には、配列１に関する次の情報が含まれています：

…配列１の7位のバリンがアラニンに置換されている場合、10位のアランニン
はバリンに置換されます….    

A：Paragraph 95(b)：配列表に元の配列中の欠失、挿入、または置換への参照によって
のみ開示される変異体配列は、配列表に含まれていなければなりません。配列表に含ま
れる場合、そのような変異体は：

（b）別の配列として表され、独自の配列識別番号を割り当てられなければならず、複数
の異なる場所に変異を含み、それらの変異の発生は相互依存しています；
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